
広島市立　石内小学校　

学習のポイント

○マンガ家になろう─手塚治虫 自分の長所を知って，それを伸ばしていこうとする心情を深める。

○星野君と定金君─星野仙一 互いに信頼して友情を深め，仲良く協力し助け合おうとする心情を育てる。

○ひとふみ十年 自然のすばらしさを理解し，自然環境を大切にしようとする態度を養う。

○待合室で出会った少女 心のこもった礼儀を大切にし，時と場をわきまえて礼儀正しい生活をしようとする態度を養う。

○父の言葉─黒柳徹子 だれに対しても思いやりの心をもち，相手の立場に立って温かく接しようとする態度を養う。

○ふくらんだリュックサック きまりを守り，進んで公共の場の秩序維持に努めようとする態度を養う。

○消えたマイケル 誰に対しても差別をすることや偏見をもつことなく，公正，公平にし，正義の実現に努めようとする心情を育てる。

○コロナのかがやき 美しいものに感動する心や人間の力を超えたものに対する畏敬の念をもとうとする心情を育てる。

○キャプテン 目標を達成するために，困難にくじけることなく，希望をもって粘り強くやり通そうとする態度を養う。

○夏休みの白川郷 郷土や我が国の伝統や文化を大切にして，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心情を育てる。

○ボランティアクラブに入って 社会に奉仕する喜びを知り，進んで公共の役に立とうとする心情を育てる。

○もう一度エベレストへ─三浦雄一郎 生活習慣の大切さを知り，自分の生活を見直していこうとする態度を養う。

○おもちゃのシンフォニー 集団の中で自分の役割を自覚し，主体的に責任を果たそうとする態度を養う。

○命のアサガオ かけがえのない命を大切にし，精いっぱいに生きようとする心情を育てる。

○わたしとゆかた 我が国の文化や伝統を理解し，日本人として自覚をもって世界の人々と親善に努めようとする態度を養う。

○手品師 いつも誠実に，明るい心をもって生活しようとする心情を育てる

○言葉のおくり物 互いに信頼し，学び合って友情を深め，男女仲よく協力し助け合おうとする心情を育てる。

○世界初のトンボ保護区づくり 自然の偉大さを知り，自然環境を守ろうとする態度を養う。

○ どこかでだれかが見ていてくれる─福本清三 身近な集団の中で，自分の役割を自覚し，主体的に責任を果たそうとする態度を養う。

○ワールドカップへの道ー中田浩二 日々の生活が人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し，それにこたえようとする態度を養う。

○たまご焼き 父母，祖父母に感謝するとともに，家族の一員としての自覚をもって，明るい家庭を築こうとする心情を育てる。

○だれも知らないニュース 自由を大切にし，自分で考え，判断して，責任のある行動をしようとする心情を養う。

○シンガポールの思い出 公徳心をもって法やきまりを守り，進んで義務を果たそうとする態度を養う。

○すれちがい 広い心で自分と異なる人の立場を受け入れようとする態度を養う。

○心にうったえる音楽を目指してー梯剛之 より高い目標を立て，希望と勇気をもってくじけないで努力しようとする心情を養う。

○ くずれ落ちた段ボール箱 困っている人への思いやりの心をもち，相手の立場に立って温かく接しようとする態度を養う。

○日本のたから 日本の伝統，文化を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛そうとする心情を深める。

○天からの手紙 真理を大切にし，進んで新しいものを求め，工夫してよりよい生活を築こうとする態度を養う。

○今年のお年玉 自分の生活を見直し，節度を守り，節制に心掛けることのできる判断力を育てる

○牛乳配り 働くことの意義を理解し，進んで公共のために役立とうとする心情を育てる。

○稲むらの火で命を救え 生命がかけがえのないことを知り，自他の生命を尊重しようとする心情を育てる。

○マーチン少年の夢─キング牧師 だれに対しても差別や偏見をもつことなく，公正，公平にし，正義の実現に努めようとする態度を養う。

○ネパールで学んだこと 外国の人々や文化を大切にする心をもち，日本人として世界の人々と親善に努めようとする心情を育てる。

○ １６８センチのスーパースターロベルト・カルロス 自分の特徴を知って，短所を補いよい所を積極的に伸ばそうとする心情を育てる。

○アジア・パーティー 学校の人々や先生への敬愛を深め，みんなで協力し合い，よりよい校風をつくろうとする態度を養う。
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学習内容

５学年　道徳　授業計画　　

◆　道徳教育の目標

　法やきまりの意義，相手の立場を理解し支え合う，または，集団における役割を果たし，国家・社会の一員としての自覚を
もつ等，人間関係の理解を深め，自己の生き方を考え，道徳的な心情・判断力・実践意欲と態度を育てる。

◆　評価について

（１）道徳の時間に関しては、数値などによる評価は行いません。道徳教育における評価は、教師が成長を見守りよりよく生
きようとする努力を評価し、勇気づける働きをもつものです。授業中の児童の発言、生活の様子、日記、作文、心のノートな
どで道徳性の共感的理解に努め、その結果を授業で生かすようにしています。

（２）道徳性の評価は、広い視野に立って、多面的に長い目で多くの人々の協力を得て、いつも動的、発展的に評価しま
す。


